
●

■
■

●

●
●和文組版史の定礎・電算写植

前田年昭
*

2023年 12月 号か らの連載「手動写植か ら

電算写植,DTPへ の半世紀」は 4月 号で終了

したが,そ の特別版 として本稿を紹介したい。

2009年 )に 出て くる景色は,元写植専業者の私

にとっては感慨深い。ロケ地に選ばれた中央区湊

2丁目は,電通や リクルー トを控え,版下制作と

修正の素早い対応が求められるため,業者仲間は

その近在に密集 していた。中小の印刷会社も多 く,

町は印刷機の音,イ ンキの匂いが満ちていた。是

枝監督は「あそこだけぽっかり残ってしまった空

間」で「歯抜け状態のように点在する空き家を使

って撮影」 したと語った
1)が
,空 き地のい くつ

1)映画『空気人形』バンフレット,2009。
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終わりの光景
1996年 10月 29日 ,東京・エ ドモンドホテル

で奇妙な「名称披露パーティー」が開かれた。東

京写真植字協同組合から東京 DTP協 同組合へ ,

全日本写真植字工業会から全日本 DTP工業会へ ,

それぞれの名称変更のお披露目だった。

この時,業界団体の名前から「写真植字」は消

えた。

激変のただなかでは人は,置かれた状況を相対

化しがたい。写植組合に属していた私自身,当時 ,

写植はいずれなくなるだろうとは思っていたが ,

こんなに早くとは露ほども思っていなかった。仕

事が減っていく不安のなかで,組合での改称討議

に参加 したり,北海道写植組合から呼ばれて生き

残 り策の話し合いに行ったりしていた。食い扶持

をどうするか, 自分もまわりの仲間も,募る不安

はいかんともしがたかつた。

多くの仲間が業界を去った。赤帽を始めた,焼

き鳥屋になった,田舎へ帰って農業をやっている

などと近況を伝え聞 くたびにつらかつた。文字や

組版が好きだから写植はやめないと公言していた

仲間も,仕事が減って食えない状態で続けるのは,

長 くても 3年が限度だった。

写植業は地場産業であり,広告会社や印刷会社

などと密集 した地域を形作っていた。是枝裕和監

督の映画『空気人形』 (ア ス ミック・エース,

2000
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図 1 組版史年表 (著者作成)
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かは以前,確かに写植の仲間がいたところだった。

写植業 はまた装置産業で もあった。3RYや

PAVO― ILな どの手動機か らSAZANNA(サ ザ

ンナ)…SP313や SAIVART(サ イバー ト)な ど

の電算機まで,写植機のローン負担は重 く
2),マ

イホーム購入 とかわらない。稼働期間が,組んだ

ローンの返済期間より短命, という写植の歴史は

あまりに皮肉である。96～ 99年 ごろ,飯田橋や

水道橋で写植機が解体され,不燃ゴミとして分別

されて捨てられているのを何度も見た。回収専門

業者に引き取 り依頼すると費用が高 くつ くので ,

自分でバラして不燃ゴミに, というわけだ。仕事

の道具をバラす気持ちは, どんなものだったか。

わずかひと世代のうちに写植はなくなった (図

1)。 機械 も人 もあとかたもな く,激動 と混乱の

なかに投げ込まれた非情な日々を思い起こせば,

今なおつらいが,思 えば,そ の 20～ 30年前に

は当然,同様ないし, より以上の「終わり」があ

ったのだ。活版の植字工で写植を続けられた人に,

当時私は会ったことがなかった。印刷会社は工場

から,製版 とともに組版を,外に出した。日本で

百年 (世界的には千年),積み重ねられた印刷工 (植

字・組版労働者)の ワザ,技能は,活版が写植に

「食われ」たそのときに,受け継がれる道を断ち

切られたのである。

組版は, どう時をわたったのか。

活版から写植ヘリ

混乱と困難からルール化ヘ

和文組版は,活版での一世紀にわたる技能蓄積

を通じて,遅 くとも 1960年代までには実践的に

すでに円熟 した組版の姿かたちを実現 していた。

一例 として,『 日本古典文学大系』第 1期第 2期 ,

岩波書店,1957～ 67を挙げてお く (図 2)。 こ

こにある「端正な格子」と「明確な階層」は,金

属活字伝来から 1世紀かかって獲得 した日本の2)当時, 1台数百万円から 1000万円した。

図 2『日本古典文学大系 56上田秋成集』の組版の風姿 (岩波書店, 1959)
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組版の結晶だった。

そこにまったく新たな技術として登場 したのが

写植である。広い土地 と工場 (多 くのサイズの活

字 と機械 ),多数の労働者 (文選工 。植字工)を

必要 とする活版印刷に対し,カ メラとタイプライ

ターを合わせ,文字盤のネガをレンズを通して印

画紙に焼き付ける仕組みの写植 (手動写植)は ,

人も場所も少なくてすみ,ま た労働者を重 くて健

康に悪い鉛活字から解放 した。写植は,1924年

に登場 し,オ フセット印刷の普及を待って 1960

～ 80年代に広がった。1970年 当時,私 はこの

新しい技術が印刷の前工程の新たな主流になると

信じて疑わなかった。文字を拾う工程 (文選)と

文字を並べて組む工程 (植字)を ひとつにした技

術はそれ程,画期的だったのである。

だが 一方で,1960年当時,写植による組版の

姿かたちは,歴史的蓄積のある活版にはとてもか

なわない ものだった。 その品質の差を,早 く

1948年から手動写植
3)で
仕事をしていた黒須寛

は「品質の面では活版にはとてもかないませんで

した。活版の植字工は,活版の組版ルールをきち

んと守っていましたからね。 ところが,写真植字

はただ並べていけばいいんだという,活版から言

わせればまったく無知な世界でやっていたんです

ょ」
4)と
語っている。

活版の熟練工から写植の現場に流れた人は,ほ

とんどいなかった。のみならず,手動写植の現場

は,互いに助け合い,声をかけあい仕事をした工

場 と違って「個人」が基本だったから,新 しい道

具を前にして,技法以前に,文字をどう並べるか,

実現すべき組版の姿かたち,基本の考え方につい

て,教わる先輩も相談する同僚もいない。現場の

混乱は必然だった。

基準をつかさどる単位一つとっても,活版時の

標準だった号 (整数倍の関係が 3列 あ りわか り

にくい),ポ イント,倍 ,に新たに写植から級 (Q),

歯 (H)が加わり,互換がとれない単位が林立し

ていた。現場では「アキ」と「送 り」とが時に混

同 して使われた
4)が
,そ もそも隣 り合 う行幅枠

同士の間隔を示すアキは,イ ンテルを挟む活版由

来の概念だった。これに対して行の中心線同士の

間隔を示す送 りは, レバーを振 り下ろして次行に

送るという手動写植機の言葉である。

直面した困難の理由のひとつを「数社に分けて

作業を進行するようにな」ったことだと考えた黒

須は,「決め事を作って,そ れで進めないと不揃

いになってしまう」,「組版ルールが必要だ」
5)と

思い至 り,仲間たちと新たに組版のルールづ くり

に乗 り出す。写植組合か ら2人 (黒須寛, 日出

島清司),写研か ら 3人 (浅野長雅,池田義則 ,

長谷川泰政),モ リサワから 1人 (柴田昭夫)が

集結。メーカー間の競争 と対立を超えた彼 ら「6

人衆」は協働 して,1年数力月の議論の末,『写

真植字のための組版ルールブック』
6)を
まとめあ

げた。

「写植による組版に,い わゆる「組版ルール」

の不在が指摘されてから久しい」と書き始められ

る 1冊の内容を見ると活版の組み姿を新 しい技

術でなぞって再現するために,版をつ くる作業を

いったん要素に解体 して階層化し,整理 して項目

立てをしていった様子がわかる。まず「組版の基

礎」として,紙面の構成 (紙寸法,判型,印刷面 ,

字詰 と判型,ページものの構成,柱 とノンブル),

禁則処理 (禁則文字の種類・方法,実際例 ),句

読法,な どの基本を説明。次に,「和文組版」「欧

文組版」「和欧文の混植」「特殊組版」 と分けて,

3)こ の当時は機械も未熟で,朝 と晩とでシャッター速度が変わるために,版下に濃度ムラが出るほどだったという。『聞
き書きデザイン史』六曜社,2001,217ペ ージ。
4)『写植 NOW』 (写研, 1972～ 73)に すら,「行間OH送 り」などとアキと送りを混同した記述がみられる。
5)前掲書,222ページ。そのほか『印刷雑誌』1970年 8月号は印刷 。写植双方の側からの「写植によるページ物の間
題点」を特集,73年 6月号には日出島清司「写真植字業界に於ける問題点と将来性」,73年 8月号には印刷会社,出版社 ,

広告会社を交えた座談会 「写真植字の問題点を探る」が載っている。
6)ルールブック編集委員会『写真植字のための組版ルールブック』日本写真製版工業組合連合会・全日本印刷工業組合
連合会 。日本軽印刷工業会.1973年 6月初版。
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和文組版では,書体,字体,漢字,漢字の配列法

「一寸ノ巾」 (写真植字で採用された文字配列法。

基本見出し51の もとに小見出し 169に 分類 し,

一寸ノ巾なべぶたしんにゅうワはこがまえ刀ヌク

人……と語呂合わせで記憶して,読めない字も形

で拾うことができた)と いう文字の要素を説明し,

その並べ方として,ベタ組み,四分アキ組み,ル

ビ,字取りを説明……といった具合である。

今からすればあたり前のことに思われるこれら

の言葉の分類と定義付けは,文字を組むための各

要素を,誤解のない共通理解にすえるためにどう

しても用意せねばならない前提だった。

先に混乱の例として挙げた「単位」については,

「活字における9ポイント4分は可能であっても,

写植における 13級 4分は不可能」といったよう

に,活版の号という「相対単位方式」を写植組版

に転用する場合,写植は,1歯 (H)=0.25mm
=1級 (Q)を基本単位とした整数倍送りの「絶
対単位方式」であるために障害が生じることを,

写植の端数処理は,ツ メや重ねも可能になった「写

植方式の利点」を反映させた解決だと前向きにと

らえ直して,歯 (H),級 (Q)に統一した。

「アキ」「送 り」については,活版由来の「アキ」

を「字間」「行間」,写植から来た「送 り」を「字

送 り」「行送 り」 と区別 し (図 3),「アキ」はボ

ディ枠間の距離,「送 り」はセンター間の距離 ,

と言葉を一つひとつひらいて再定義し,組版指定

しゝ

32級

行間24H

行送 り56H

図 3「活版由来のアキ」と「写植から来た送り」

書のサンプル見本を提示した。ページの裏表で行

同士を透かし見て揃 うようにするという和文組版

の決めごとは,「送 り」の意識化による「○行取 り」

として理論化された。

また,特筆すべきこととして,「禁則処理」で ,

活版のや り方を踏襲 したうえで,写植の「ツメる

手法」を盛り込んだ。①約物の間をつめて追い込

む,②それで処理できないときには字間をあけて

追い出す,③それでも処理できないときは字間を

つめて追い込む, と優先順位を決め,句点ではツ

メず,括弧類は前後のアキを同等にそれぞれ調整

することとした。

こうした整理は以後の組版の理論的礎 となった。

一冊は,活版を継 く
゛
基本ルールを求める業界仲

間の切実な思いを背に負った任務だったが,「完

成させるという喜びそして苦労をこの度程身に感

じたことはなかった。 1年数力月前から組版ルー

ルの作成に取 り組んだ 6人の侍,悪 あがきをす

ればする程深みにはまってしまって身動きの出来

ない状態,夜も眠れぬこと幾度か……」 (「編集後

記」)と の感慨からは,ひ るがえつて活版からの

断絶がもたらした混乱の深さが読み取れる。そし

て,「道の無いところに道をつけたのだからその

道の禍するところ多 くあると思う。だがしかし此

の道もやがては舗装され素晴らしい車も走る道 と

なるであろう」 との結びには,組版の途切れた歴

史を再び一本の道 として取 り戻そうとする強い意

志を感じ取れる。

写研は 1969年 に社内外の専門家を集め「写植

ルール委員会」をつ くり,検討の結果を 1971年

か ら広報誌で「写植組版ルール講座」に公表 ,

1975年 に『組み NOW 写植ルールブック』7)

としてまとめた。内容は『組版ルールハンドブッ

ク』が踏襲されており,た とえば禁則処理では先

の基本ルールおよび具体的処理の三つの方法 と優

先順位がそのまま採用され,そ こに分かりやすい

事例が付けられている。また,巻末の「判型別書

7)写研写植ルール委員会編『組み NOW写 植ルールブッ
ク』写研,(B5判 158ページ)。
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籍の標準組み方一覧表」は,『組版ルールブック』

の「字詰 と判型」を深めたものだつた。

写植の,大規模な設備 と大組織からの解放は同

時に,個人の腕の差がそのまま製品の出来不出来

として競争にさらされる能力主義と個人主義の世

界へ投げ込まれることも意味する。『組版ルール

ブック』(と『組み NOW写 植ルールブック』)は ,

バラバラに解体された現場に,互いに通 じ合 う

“共通の言葉 "を取 り戻す試みだった。業態変化

によって不可能となった手取 り足取 り,言い伝え

での技の伝承,ルールの共有化を,言葉を共有す

ることで乗 り超えようとしたのである。

手動写植から電算写植ヘリ新たな段階の

ルール化=組版言語 SAPCOL口HSの誕生
1970～ 80年代,組版のさらなるスピー ドア

ップを求めて普及 したのが電算写植である。70

年前後の印刷業界では,手動写植は見出しやリー

ドまでで本文は活版で組まれており,採字をスピ

ー ドアップして本文組版に使えるようにという目

的で開発されたのが電算写植だった。手動機では

熟練者で 1日 2万字,1冊の本では受注から初校

まで 10日 かかったものが,電算写植では朝出稿

されたものを夕方には組み上げることができた。

電算写植の現場には工場の匂いがした (写真 1,

写真 2)。 この感じ方は私だけでないはずだと思

い続けてきたが,戸田ツトムが「デザイナーから

見ると,“ 電算写植は ",“ 文字がまた工場のな

かに入った ", という印象だった」
8)と
述べてい

るのを見つけ,私の感じ方はまちがっていなかっ

たのだとうれしかった。

活版で文選 と植字に分かれていた作業が,手動

写植では 1台でひとりでできるようになった。こ

れを,電算写植は再び,入力機,組み処理機,出

力機 と作業を分け,組み処理 と出力を担う大型コ

ンピュータのまわりに入力機を複数並べ,オペレ

ーター (電算写植コーダー)が並んで作業すると

いう,協業の形態に戻 した (入力機のみ導入 し,

あとは出カセンターヘ, という零細業者の形態も

含む )。 場 と目的を同じくする多数の労働者の共

同作業により,次第に技術的な個人差はならされ

ていった。

これは誰が作っても同じものであることを大事

にする工場の特質であるが,同時に, この時,物

質性を保証 したものとしてコンピュータの存在が

欠かせない。手動写植では,リ アルタイム処理 (対

話型処理。データと命令を個々折々にコンピュー

タに処理させる処理)で,個々人の腕の差により,

また同じオペレーターでも折々に品質がバラバラ

だったものが,電算写植では,バッチ処理 (デー

…

写真 ]静 岡・黒船印刷の電算写植.SAPTON(サ
プトン)―A,1971年

写真 2 ソウル・東國電算の電算写植,SAZANNA(サ ザンナ)
101,1993年 ごろ

8)戸田ツトム・鈴木一誌『デサインの種』大月書店,2015, 196ページ。
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夕と命令を前もってすべて揃えてからコンピュー

タで一括処理。後からの追加指示はきかない)に

なり首尾一貫 した均質性を実現できた。

手動写植当時,仕事の用語,す なわち“何を "

は整理されたが,“ どうする "と いうワザ (手順 )

は,依然カンやコツに頼る個人技として職人の身

体のなかにあり,伝承するには手取 り足取 りで「見

て覚える」しかなかった。だれでもが同じものを

作ることのできる共有の技術 (マ ニュアル)に す

るべ く, このワザを身体から外に出して,手順を

定型化すること,そ れがコンピュータ化であり,

文字を揃えて並べる試行錯誤の手間を解放 し自動

化を託すプログラム (ソ フトウェア)である。

高速印字するハー ドウェアの駆動力となるソフ

トウェアとして開発されたのが,SAPCOL(サ
プコル)だった。SAPCOLでは, テキス トに組

版の指令 (フ ァンクション)を 入れて,組処理機

におくるデータをつ くる作業 (コ ーディング)を

行う。ファンクション (SAZANNA―SP313の 場

合,116項 ある
9))が
,人間の言葉からコンピュ

ータの言葉への橋渡 しの役目を担ったことになる

が,そ の開発の過程について,元 0写研システム

技術部長の小野沢賢三は次のように書いている。

SAPCOL―HSの 開発にあたっては,従来

の SAPCOL―Dlの機能の全面的な見直しを

行うとともに, この写植ルール委員会 (前項

末を参照)の検討結果を取り入れ,編集組版

ソフトウェアの仕様が決められた。

SAPCOL―HSに は,行頭行末禁則,分離

禁止,字上げ字下げ,欧文 (自 動ハイフネー

ション処理),縦中横,割注,振 り分け,ア
ンダーライン,圏点,ル ビ,連数字,文字揃

え・行揃え,異サイズ混植,和欧文混植,変

形サイズ,詰め組,同行見出し。別行見出し,

字取り0行取り,表組,赤字訂正などの本文

組版処理と,版面指定,多段組 (段組の自動

折 り返 しや見出し禁則処理),段抜き見出し,

段間指定 。段間罫出力,固定ブロック・フロ

ーティングブロック,毎ページ出力,罫引き。

罫巻き,柱位置指定・柱文出力, ノンブル位

置指定 。ノンブル出力, トンボ出力などのペ

ージ組版処理が組み込まれ,書籍のページ組

版を実現することができた。
10)

コンピュータソフトの開発とはそのまま用語の

整理のことかと見まごうばかり,組版用語の定義

はここでさらに整理 され, これらは,以後,IIS

X4051(日 本産業規格「日本語文書の組版方法」)

をはじめ,和文組版の理論上の基礎 となっていく。

のみならずここでの定義は当然のこと,ただ用語

の規定にとどまらない。``ど うする "と いう作業

手順,優先順や禁止事項などが個々に規定され ,

フアンクションとして決められ,指定を省略した

場合の標準 (デ フォル ト)が論理的に規定された。

たとえば,「ぶら下げ」は行中の半角約物の追い

込みに優先するため,半角約物をつめて句読点を

ぶら下げる処理は行わず, と決めたように,であ

る。 これは,標準処理以外の体裁制御の 3と し

て規定された。

さらに SAPCOLの 特質は,追い出し処理に伴

う行末揃え調整のために活版では込め物を任意に

手で入れていた作業を,行調整のロジックとして

自動化したことだ。「①約物の間をつめて追い込

む,②それで処理できないときには字間をあけて

追い出す,③それでも処理できないときは字間を

つめて追い込む」の進化である。具体的には,半

角約物の字幅を,行頭 。行中・行末ごとに区別し

て,「全角固定」「半角固定」「全角または半角」「半

角超から全角の間で調整」
一
の 4パ ターンに

分け,標準を,行頭では「全角固定」,行中では「半

角超から全角の間で調整」,行末では「全角また

9)『 SAZANNA― SP313デ ータ作成マニュアル』写研,1989～ 1990。
10)小野澤賢三「電算写植システムの開発 (その 2)」 2007
httpS://WWWJagat.OrJp/past_archi∨ es/story/10906.html(2023年 8月 9日 )
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は半角」とした (行頭での「全角または半角」お

よび「半角超から全角の間で調整」,行中での「全

角または半角」,行末での「半角超から全角の間

で調整」
―
はそれぞれ指令できぬよう縛 りをか

けた).さ らにまた,活版時にできなかったツメ

組み
ll)を
本文にまで及ぼそうとする傾向に対 し

ては,節度ある設定によってこれに歯止めをかけ

た。禁則処理で追い込みができない場合,追い出

しに優先して仮名のツメ組みを最大 1/16emま で

にするとし,調整量を優先することで仮名に限り

節度あるツメを許容したのである。

手動写植機の熟練職人で電算写植コーダー (=

コーディングする人)に なった人は少数だった。

活版の終わりに組版の仕事を始めた私がコーダー

ヘとわたることができたのは,激動激変のなかで ,

すでに親方から教わる環境もなく, 自らの力で技

術を習得しようとすれば,論理 と言語化に頼るし

かなかつたからだ。コーディングも,前記マニュ

アルや,書名は失念 したが東京 リスマチックから

出ていた冊子,『 コーディング・パーフェクトガ

イ ド』基礎編 。応用編 (帆風,1991～ 92),『パ

ソコンで始める電算写植』 (日本ハイコム,1990

～ 91)な ど出カセンターが出していたマニュア

ルのほか,『 SKコ ーディングガイ ド』 (アルクス,

1990),『 How to C.TS.』 (写研,1990)な どを

読んで覚えた。「意識化された組版原理」が私を

助けたのだ。

組版は,活版から写植への激変を,同 じ姿かた

ちを作るにとどまらず,“ 何を "“ どうする "と

いう論理を言語化し,誰の目にも見えるかたちに

する (可視化)こ とでわたった。SAPCOLは い

わばその知恵の結晶,集大成だった。「何がなさ

れるかではなく,いかに, どのような労働手段を

用いてなされるかが経済上の時代区分の目安とな

る」
12)と
かってある哲学者が語ったとおり,短

命だった写植が生み出した SAPCOLは ,組版原

理の歴史に定礎を据え,「時代区分の目安」 とな

ったといえる。

組版言語 SAPCOLに は,和文組版の歴史への

視座にもとづ く明確な哲学 と理論があった。それ

ゆえ後に,中国における北大方正 (1986年 に北

京大学の 100%出資により設立。中国語 DTPで

は世界の中国語印刷業界で 80%の シェアをもつ )

の組版言語にも影響を及ぼし
13),国
際的な組版

規格にも取 り込まれた。W3C技 術ノー ト (日本

語組版処理の要件)も その一例である。

だが,弱点もあった。行組版については他の追

随を許さなかった一方で,ページネーションの領

域については決して強 くはなく,一例を挙げると,

判 (仕上がリページ)サイズに対する版面 (本文

文字による 1行文字数 ×1ページ行数で構成され

る矩形。マージンやノンブル・柱を除いた部分 )

サイズの設定は,位置が判の中心 (つ まり天と地 ,

ノドと小日は同寸)か ら動かせず,融通が利かな

い。版面の位置を移動させるためには,「裏ワザ

的技法」
―
 「トンボ」 (仕上が り寸法の外側に

付ける見当合わせのためのマーク)を動かすとい

う力技 (罫線指令で奇数ページ用,偶数ページ用

それぞれの トンボを作成することで対処する)で

対処するほかなかったが,仮に,ハー ドウェアと

ソフトウェアとが互いに自由に選びあえるオープ

ンな関係が当時実現していれば,お そらくこうし

た障害は容易に解消できていたはずである。

SAPCOLは ,先 に述べたとお り,活版から写

植へと蓄積されてきた植字・組版の “集合知の結

晶 "で あり,“ 発展の測度器 "だ った。問題は,

誕生の由来からして社会的共有物であり,オープ

ンな性格を持つ SAPCOLを ,写研が自社ハー ド

ウェアでしか使えないものとして閉じ込めたこと

にある。技術の歴史から見れば,熟練的技能から

11)ツメ組みには,均等ヅメ (漢字も仮名も lH単位,1/32em単位でツメる),字づらヅメ (仮名だけセット幅どおり
にツメる),両者の併用 (仮名は字づらヅメしてさらに 1/32em単位でツメる)がある。DTP以降では漢字もツメる対象
にしてしまっている。
12)カ ール・マルクス.鈴木直訳『資本論』第 1巻第 5章 (マルクス・コレクション)筑摩書房,2005,上 266ページ。
13)拙稿 「中国電子出版軟件事情 北大方正で見た中国の Windows DTPシステム」『ざべ』1994.7,技術評論社。
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公開的技術へ という社会発展の法則に合致せず ,

何 とも残念だったと言うほかない。同社がフォン

トのオープン化を拒んできたことへの批判はこれ

までにもなされてきたが,組版言語 SAPCOLの

オープン化を拒んだ罪のほうが何倍も重いと私は

考えている。

技術決定論を克服する歴史への視座

電算写植の晩期以降,DTPの 現在へ,歴史は,

画面で見たまま操作できる「GUI」 (グ ラフィカ

ルユーザーインターフェース。情報の提示に画像

や図形を多用 し,基礎的な操作をマウスやタッチ

スクリーンなどによる画面上の位置の指示により

行う表示・操作体系)への道をたどった。

ステーション・エス (東京・音羽)の岡田隆志

は,1999年に「写植関連業に携わっている人に

必要なこと」として「アナログ時代の製版や手動

写植機やコーディングによる電算写植を経験 して

きた人ならば,最終生成物のイメージとそれに至

る作業を明確に把握 していますから,そ れをデジ

タルでやるためにはどうしたらいいかを考え,機

械を操作 します。/と ころが,ア ナログで培われ

た知識やノウハウなしにデジタルに入った人は,

……ハー ドやソフトの機能に表現が制約されてし

まわないとも限りません」
14)と
警告した。

画面でそのまま組み姿が見えるとい う点で

WYSIWYG(ウ イジイウイグ)15)は楽ではあるが ,

出力まで結果が見えない電算写植コーディングか

らすれば出来上がりを想定 して論理を追求する手

間を省 く点で,論理の不在,そ して技術決定論に

14)岡田隆志「写植関連業に携わっている人に必要なこと」
写植の現場から, 1999年 4月 16日
http://WWW.station― s.co」 p/column/∨o105.html(2023
年 7月 31日 )。 「ミツバチは大工の棟梁顔負けの巣を建設
する。しかしどんなに下手な大工といえども, どんなに上
手なミツノ1ミチよりはじめから優れている点がある。それは
大工がロウで巣をつくる場合には,それに先だって頭のな
かですでにそれを作り上げているということである」カー
ル・マルクス,鈴木直訳『資本論』第 1巻第 5章 (マ ル
クス・コレクション)筑摩書房,2005,上 264ページ。
15)コ ンピュータを利用した処理で,デ ィスプレイ画面
で見るとおりの印字物が得られるということ。後期の電算
写植と DTPで実現した。

陥る危険をともなう。人間が道具を使うのか,道

具に使われるのか。ソフトウェアは,労働者のカ

ンとコツ,経験を論理の言葉にした歴史を集積 し

たものである。このことを忘れ,つねに論理を言

葉にし続ける努力を怠れば機械に使われてしまうc

活版から写植にわたった組版には,職人,工員

らによる“何を "“ どうする "を 意識化 =言語化

し,機械におとしこむ苦闘があった。提供された

道具や機械への依存は,人の身体感覚や能力を少

しずつ奪っていく。機械に埋没して技術の奴隷に

なってしまわないためには,た えぎる批判 とその

原点としての原理 (組版の哲学)が必要である。

今回その歴史的な過程をまどろっこしくも迪っ

たのは,ソ フトウェアに論理を託したのは人間で

あり,そ こには組版者の集合知が詰まっているこ

とを不したかったからだ。

「読めればいいんだよ,組版ルールなんていら

ない」という声がある。「技術が変わったのだから,

ルールも変わっていい」という考えもあるだろう。

しかし,た とえば約物一つとつてみても,長い歴

史のなかでの試行錯誤の末に現在の形 と用法が定

着してきたのであり,書き手と読み手と作 り手が

これを共有財産にすることで, とどこおりのない

コミュニケーションを可能にした。組版は, この

共有財産のうえに読みやすさを実現する役割をに

なつている。新しい積極的な試みは当然あってい

い。しかし,組版の基本原理は,無意識のなかに

生き,時代 と社会のなかに生きる共有財産を離れ

てはあり得ないこともまた事実だ。

決めごとの根拠は,歴史にあり,現在の組版は,

過去から現在にいたる実践 と経験の歴史的蓄積の

うえに存在 しているのである限り,継承はもちろ

んと革新に挑むならなおのこと, まず歴史に立ち

返る必要がある。             ■

*MAEDA Toshiaki
汀線社 (元 ライン・ラボ)
〒 362-0022上尾市大字瓦葺 2716-2-8-506
tmaeda1966516@gma‖ .com
1954年大阪府生まれ。高校中退後, さまざまな仕事に就
くが,電算写植コーダーを経て,組版や校正など印刷関連
の仕事で半世紀。
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